
憲
法
記
念
日
を
ふ
く
む
大

型
連
休
中
、
安
倍
首
相
の

ほ
か
15
人
も
の
閣
僚
が
公

金
を
使
っ
て
外
遊
し
ま
し

た
▼
日
本
の
安
全
保
障
に

と
っ
て
危
惧
さ
れ
る
尖
閣
諸
島
問

題
に
対
し
て
、
話
し
合
い
の
ド
ア

は
い
つ
で
も
開
い
て
い
る
と
い
い

な
が
ら
、
中
国
を
訪
問
す
る
も
の

は
１
人
も
い
ま
せ
ん
▼
首
相
は
、

４
月
29
日
か
ら
５
月
８
日
ま
で
の

10
日
間
、
欧
州
６
カ
国
を
訪
問
。

解
釈
改
憲
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認
や
武
器
の
共
同
開
発
と

輸
出
を
す
す
め
る
「
防
衛
装
備
移

転
三
原
則
」
の
説
明
を
す
る
た
め

で
す
▼
１
日
、
「
新
し
い
憲
法
を

制
定
す
る
推
進
大
会
」
で
改
憲
手

続
き
法
改
定
に
８
党
が
合
流
し
、

自
民
党
を
核
と
す
る
「
オ
ー
ル
与

党
」
の
動
き
が
加
速
。
２
日
、
石

破
自
民
党
幹
事
長
は
ワ
シ
ン
ト
ン

で
講
演
し
「
自
衛
隊
が
地
球
の
裏

側
に
行
く
場
合
も
ま
っ
た
く
な
い

わ
け
で
は
な
い
」
と
公
言
。
３
日

に
は
「
国
家
の
あ
り
方
を
問
う
！

憲
法
改
正
の
早
期
実
現
を
」
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
「
21
世
紀
の
日
本
と
憲
法
」

有
識
者
懇
談
会
が
開
催
し
ま
し
た

▼
し
か
し
世
論
は
激
変
し
「
九
条

を
改
正
す
べ
き
で
は
な
い
」
が
51

％
（
「
毎
日
」
３
日
付
）
、
「
集

団
的
自
衛
権
行
使
を
認
め
る
べ
き

で
は
な
い
」
が
41
％
で
、
賛
成
34

％
を
上
回
り
ま
し
た
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
。

67
周
年
憲
法
集
会
に
は
３
７
０
０

人
が
参
加
、
13
日
は
国
会
包
囲
、

そ
し
て
17
日
に
は
全
東
北
首
長
九

条
の
会
連
合
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

結
党
以
来
反
戦
・
平
和
の
日
本
共

産
党
は
、
北
東
ア
ジ
ア
平
和
構
想

を
掲
げ
て
全
国
津
々
浦
々
で
こ
こ

を
先
途
（
せ
ん
ど
）
と
奮
闘
し
て

い
ま
す
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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日
本
共
産
党
江
東
区
議
団
は
、

新
聞
折
込
み
な
ど
に
よ
り
区
民
の

み
な
さ
ん
の
声
を
寄
せ
て
い
た
だ

く
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
に
取
り
組
み
、

５
月
半
ば
時
点
で
２
０
０
０
名
を

超
え
る
方
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。全

体
の
集
約
は
ま
だ
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
、
「
も
と
も
と
少
な
い

年
金
が
、
保
険
料
や
何
か
で
目
減

り
が
多
く
不
安
」
。
ま
た
、
夫
や

母
な
ど
家
族
を
長
年
介
護
す
る
な

か
で
、
「
も
う
限
界
」
「
介
護
制

度
が
十
分
で
な
い
」
「
施
設
入
居

が
で
き
な
い
」
な
ど
の
切
実
な
悩

み
が
、
本
当
に
た
く
さ
ん
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

「
就
職
で
き
な
い
」
「
夜
遅
く

ま
で
働
い
て
病
気
に
な
ら
な
い
か

心
配
」
「
給
料
が
安
く
結
婚
で
き

そ
う
も
な
い
」
な
ど
雇
用
に
対
す

る
問
題
や
、
「
母
子
家
庭
で
働
か

な
い
と
食
べ
て
い
け
な
い
の
に
、

保
育
園
に
入
れ
な
い
」
「
都
営
住

宅
に
何
年
も
申
し
込
ん
で
い
る
の

に
入
れ
な
い
」
な
ど
、
高
齢
者
か

ら
若
い
人
ま
で
、
暮
ら
し
や
居
住

に
関
わ
る
社
会
基
盤
整
備
を
強
く

求
め
る
声
が
多
い
こ
と
が
特
徴
的

で
す
。

政
府
が
原
発
再
稼
働
の
動
き
を

強
め
る
な
か
、
「
原
発
と
人
類
は

共
存
で
き
な
い
」
「
原
発
は
た
だ

ち
に
な
く
し
て
」
「
東
北
・
福
島

の
復
興
に
力
を
注
ぐ
べ
き
」
と
の

声
の
一
方
、
「
電
気
料
値
上
げ
は

困
る
」
「
現
実
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
議
論
を
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
地
域

の
住
民
の
人
で
な
い
と
分
か
ら
な

い
歩
道
や
信
号
な
ど
の
改
善
問
題
、

公
園
の
整
備
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

問
題
な
ど
、
暮
ら
し
の
な
か
で
感

じ
て
い
る
様
々
な
要
求
が
た
く
さ

ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

区
議
団
は
寄
せ
て
頂
い
た
声
を

も
と
に
政
策
課
題
を
整
理
す
る
と

と
も
に
、
地
元
の
細
か
な
要
求
も

地
域
の
み
な
さ
ん
と
解
決
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

２
０
０
０
通
を
超
え
る
声

集
会
は
、
名
越
区
労
連
青
年
部

長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
江
東

区
に
避
難
し
て
い
る
豊
島
力
さ
ん

が
、
「
原
発
は
い
ら
な
い
」
「
米
・

野
菜
を
作
り
た
い
が
原
発
事
故
で

作
れ
な
い
。
悔
し
い
」
と
実
情
を

訴
え
ま
し
た
。

２
月
に
都
知
事
候
補
と
し
て
た

た
か
っ
た
宇
都
宮
健
児
さ
ん
は
、

「
都
知
事
選
で
掲
げ
た
政
策
の
一

つ
が
、
東
京
か
ら
脱
原
発
を
発
信

す
る
こ
と
。
福
島
の
み
な
さ
ん
が

福
島
で
発
電
さ
れ
た
電
力
を
ま
っ

た
く
使
っ
て
い
な
い
、
最
大
の
使

用
者
は
東
京
の
都
民
な
の
で
す
。

東
京
都
と
都
民
が
原
発
ゼ
ロ
の
声

を
あ
げ
な
け
れ
ば
と
訴
え
て
き
ま

し
た
。

い
ま
安
倍
政
権
は
、
と
ん
で
も

な
い
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

４
月
12
日
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
政

策
で
原
発
を
再
稼
動
し
、
新
し
い

原
発
も
つ
く
る
と
原
発
事
故
が
な

か
っ
た
か
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
た
な
汚
染
水
問
題
が
発

覚
し
て
原
発
事
故
は
ま
っ
た
く
収

束
し
て
い
な
い
。

い
ま
、
原
発
は
一
基
も
稼
動
し

て
い
な
い
の
に
、
電
力
は
足
り
て

い
る
。
再
稼
動
を
許
さ
な
い
た
た

か
い
が
重
要
で
す
。

私
た
ち
は
微
力
で
も
、
集
ま
れ

ば
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
た
た
か
い
ま
す
」

と
挨
拶
。

集
会
後
、
デ
キ
シ
ー
パ
ン
ド
先

頭
に
門
前
仲
町
の
深
川
公
園
ま
で

パ
レ
ー
ド
し
、
沿
道
の
区
民
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

代
々
木
公
園
で
開
催
さ
れ
た
第
85
回
中
央
メ
ー
デ
ー

に
は
２
万
７
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
江
東
区
か

ら
は
、
区
職
労
、
機
関
紙
印
刷
所
労
組
な
ど
労
働

組
合
や
地
域
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
。

４

月

20
日

、

森

下

公

園

で

開

か

れ

た

「

再

稼

働

許

さ

ず

、

す

べ

て

の

原

発

即

時

廃

止

」

を

掲

げ

た

区

民

集

会

と

パ

レ

ー

ド

（

江

東

区

大

運

動

実

行

委

員

会

主

催

）

。

こ

の

パ

レ

ー

ド

に

は

、

実

行

委

員

会

に

参

加

す

る

諸

団

体

、

区

民

ら

２

０

０

名

余

が

参

加

し

ま

し

た

。

医
療
・
介
護
が
大
変

都
営
住
宅
や
保
育
園
が
足
り

な
い

原
発
は
な
く
し
て
！

安
全
対
策
や
散
歩
道
の
整
備

な
ど

4
月

27
日

、
亀
戸

天
神
の

藤
ま
つ

り

で
に
ぎ
わ
う
亀
戸
歩
行
者
天
国
で
、
憲
法

キ
ャ
ラ
バ
ン
が
江
東
大
運
動
実
行
委
員
会

の

主
催
で

取
組
ま

れ

6
団

体

12
名
が

参

加
し
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
に
よ
る
「
集
団
的
自
衛
権
」

行
使
容
認
の
動
き
が
急
速
に
進
む
な
か
、

改
憲
策
動
を
阻
止
す
る
た
め
に
江
東
区
議

会
が
、
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す

る
憲
法
解
釈
に
反
対
す
る
意
見
書
」
を
国

に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
署
名
と
宣
伝

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

千
枚
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
付
チ
ラ
シ
の
配
布

を
行
い
、
「
絶
対
に
戦
争
は
反
対
で
す
」

と
言
っ
て
署
名
が
56
筆
集
ま
り
ま
し
た
。

署名と宣伝行動

集団的自衛権行使容認の
解釈改憲許さず

「な
く
せ
原
発
・江
東
区
民
パ
レ
ー
ド
」

再
稼
動
許
さ
ず
・
す
べ
て
の
原
発
即
時
廃
止
を

憲法キャラバン



大
型
連
休
最
終
日
の
東
京
は
冷

た
い
風
が
吹
く
曇
り
空
。
集
会
冒

頭
、
司
会
者
か
ら
「
今
朝
す
で
に

も
っ
と
寒
い
北
海
道
・
礼
文
島
か

ら
東
京
へ
向
け
て
平
和
行
進
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
」
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

連
帯
あ
い
さ
つ
が
4
団
体
か
ら

あ
り
、
第
五
福
竜
丸
平
和
協
会
代

表
・
川
崎
理
事
は
「
来
年
は
広
島
、

長
崎
の
被
爆
70
年
、
核
不
拡
散
条

約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
が
開

か
れ
ま
す
。
世
界
的
な
核
廃
絶
の

世
論
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

日
本
山
妙
法
寺
の
木
津
上
人
は

「
核
兵
器
廃
絶
と
は
人
の
命
を
奪

う
な
、
再
び
戦
争
を
起
こ
す
な
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
放
射
性
物
質

で
人
の
い
の
ち
を
奪
う
原
発
も
い

り
ま
せ
ん
。
戦
後
69
年
間
戦
争
行

為
を
せ
ず
に
す
ん
だ
平
和
憲
法
9

条
を
守
り
抜
き
、
世
界
に
広
め
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
福
島
県

い
わ
き
市
か
ら
東
京
都
内
に
避
難

し
て
い
る
小
学
６
年
生
が
「
ぼ
く

た
ち
が
政
治
を
動
か
せ
る
日
ま
で

こ
の
国
を
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

原
爆
も
原
発
も
な
い
未
来
を
手
渡

し
て
く
だ
さ
い
」
と
訴
え
、
参
加

者
の
心
に
強
く
響
き
ま
し
た
。

今
年
初
の
「
国
際
青
年
リ
レ
ー

行
進
」
と
し
て
、
広
島
ま
で
の
通

し
行
進
を
行
う
日
本
と
海
外
の
青

年
合
わ
せ
て
７
人
が
紹
介
さ
れ
、

東
京
〜
広
島
の
全
通
し
行
進
者
２

名
と
各
地
か
ら
参
加
す
る
通
し
行

進
者
が
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

出
発
集
会
の
後
、
東
京
〜
広
島

コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
。
90
日
間
を

か
け
各
地
を
ま
わ
り
、
８
月
４
日

に
広
島
市
の
平
和
記
念
公
園
へ
到

着
す
る
予
定
で
す
。

4
月
25
日
、
江
東
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
組
織
拡
大
交
流
＆
労
働
相
談

員
養
成
講
座
」
（
主
催
・
江
東
区

労
働
組
合
総
連
合
）
が
開
か
れ
６

団
体
33
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

労
働
者
相
談
セ
ン
タ
ー
の
前
沢

壇
所
長
は
、
最
近
の
雇
用
情
勢
に

ふ
れ
て
「
現
在
は
、
3
〜
4
人
に

１
人
が
非
正
規
。
新
卒
者
の
5
割

が
非
正
規
で
年
収
２
０
０
万
円
以

下
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
安
倍

政
権
は
労
働
者
派
遣
法
を
改
悪
し

正
社
員
の
業
務
を
す
べ
て
派
遣
に

置
き
換
え
る
な
ど
労
働
法
制
の
改

悪
を
狙
っ
て
い
る
と
紹
介
。
そ
の

う
え
で
労
働
者
は
、
現
行
法
で
保

障
さ
れ
て
い
る
権
利
（
労
基
法
）

を
活
用
し
て
、
仲
間
を
増
や
し
た

た
か
お
う
と
強
調
し
ま
し
た
。

５
月
14
日
、
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と

う
で
都
教
組
江
東
支
部
定
期
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

江
東
支
部
が
毎
年
お
こ
な
っ
て

い
る
「
教
職
員
の
声
ア
ン
ケ
ー
ト
」

で
は
、
「
体
調
を
崩
し
て
い
る
が

病
院
に
行
く
暇
が
な
い
」
「
も
っ

と
授
業
の
準
備
に
時
間
を
か
け
た

い
の
に
で
き
な
い
」
な
ど
職
場
の

現
状
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
と
し
て
、
産
業
医
に
よ
る

４
回
の
健
康
相
談
会
の
実
施
な
ど

の
成
果
に
も
触
れ
て
一
年
間
の
活

動
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
安
倍
内
閣
の
「
教

育
再
生
」
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
教

育
を
守
ろ
う
と
の
決
議
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

５
月
18
日
、
全
日
本
年
金
者
組

合
江
東
支
部
・
第
19
回
総
会
が
西

大
島
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

代
表
挨
拶
に
た
っ
た
大
瀬
支
部

長
は
、
２
・
５
％
の
年
金
引
き
下

げ
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
対
す
る

不
服
審
査
請
求
署
名
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
を
報
告
。
協
力
し
て

く
れ
た
す
べ
て
の
人
に
加
盟
を
呼

び
か
け
、
私
た
ち
の
生
活
を
守
る

運
動
を
広
げ
よ
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

来
賓
挨
拶
に
た
っ
た
そ
え
や
良

夫
区
議
は
「
年
金
は
高
齢
者
の
問

題
だ
け
で
な
く
、
非
正
規
雇
用
が

増
え
る
中
で
、
若
い
人
た
ち
に
と
っ

て
は
保
険
料
を
納
め
る
の
も
、
将

来
、
受
け
取
る
の
も
成
り
立
た
な

く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
に

あ
る
。
来
年
の
一
斉
地
方
選
挙
で
、

安
倍
政
権
の
暴
走
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
、
生
活
を
守
る
政
治
を
江
東

区
か
ら
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。
あ
ぜ
上
三
和
子

都
議
も
参
加
し
ま
し
た
。

こ う と う 民 報 ２０１４年 ５月号 №１１５ －２－

概説

明治政府は、1869(明治２)年、各府県に
「小学校ヲ設ケル事」を決め、東京府は六

つの小学校をつくり、「第六校」を東森下

町長慶寺内に設けました。「学制」公布の

翌年、1873(明治６)年、「第六校」深川学
校のほかに牛島学校、村松学校ができ、そ

の後、移転、合併、改称されていきます。

明治期にできた深川地区の小学校は、深

川(明治8年）、東川(同8年）、明治(同10
年）川南(同16年）東陽(同33年）六間堀

(同35年）扇橋(同37年）臨海(同38年）元

加賀(同40年)。

亀戸には1876(明治９)年に亀戸学校がで
き、1897(明治30)年に立志学校と合併して

亀戸小となりました。第二亀戸小は1911

(明治44)年。

大島では、1883(明治16)年にできた沖島
と永平の２校が1891(明治24)年に合併して

大島小となり、第二大島小は1910(明治43)

年。

砂村では、1883(明治16)年に小島、関口、
木村、横田の４私立校が解散、公立の中川、

砂村の２小学校ができ、1891(明治24)年の

合併で砂村小となりました。

（＊注：当初は校舎の維持、教材・教具は
地域住民や父母負担。江東には、読み、書

き、算だけの私塾が50、1890(明治23)年の

深川区には私立校21（生徒数2169名）、公
立校４（1520名）で就学率74％。1911(明

治44)年に公立校17で就学率も97％となり

ました）

1886(明治19)年、小学校は４ヵ年の尋常
科と高等科にわけられ、1907(明治40)年に

は６ヵ年と２ヵ年に改正。高等科は明治、

深川など７校におかれました。

このほか、貧困者の子弟のために授業料
を免除、学用品を支給し、浴場や理髪設備

のある特殊学校の霊岸(大富)小と猿江(毛

利)小があり、夜学校も併設されました。

1899(明治32)年、中等学校として実業学
校が設けられ、江東には、府立実科工業学
校、亀戸実業女学校、私立の深川家政女学
校ができました。

今
年
で
57
回
目
の
「
国
民
平
和
大
行
進
（
東
京
〜
広
島
コ
ー
ス
）
」

が
、
５
月
６
日
、
江
東
区
・
夢
の
島
の
第
五
福
竜
丸
展
示
館
前
を
出

発
。
出
発
集
会
に
は
、
８
０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

（33）

江
東
区
労
連

「学制の公布
と江東の学校」

年
金
者
組
合
江
東
支
部

明治小学校の当時の校舎

☆
行
事
予
定
☆

〇
６
月
５
日
（
木
）
14
時
半
〜

18
時
半
〜

映
画
『
ひ
ま
わ
り
』
江
東
区

上
映
会
、
江
東
文
化
セ
ン
タ
ー
・

ホ
ー
ル

〇
６
月
７
日
（
土
）
18
時
半
〜

青
年
学
習
講
座
『
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
を
な
く
そ
う
！
』
産
業

会
館
・
江
東
青
年
日
本
共
産

党
後
援
会

〇
６
月
11
日
（
水
）
12
時
〜

『
花
咲
デ
モ
』
東
陽
公
園

〇
６
月

22
日
（
日
）
13
時
〜

『
介
護
保
険
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』

砂
町
小
学
校
体
育
館

〇
６
月
27
日
（
金
）
16
時
半
〜

『
64
次
教
研
集
会
』
江
東
文

化
セ
ン
タ
ー
・
都
教
組
江
東

支
部

〇
６
月
28
日
（
土
）
18
時
半
〜

映
画
『
シ
ロ
ウ
オ
』
上
映
会

テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う

都
教
組
江
東
支
部
・
女
性
部

講演をする前沢壇さん




